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厚生労働省雇用均等・児童家庭局長 

 

社 会 ・ 援 護 局 長 

 

老 健 局 長 

 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

 

「国又は地方公共団体以外の者から不動産の貸与を受けて既設法人が 

通所施設を設置する場合の要件緩和について」の一部改正について 

  

 社会福祉法人が通所施設を設置する場合の要件緩和については、「国又は地方

公共団体以外の者から不動産の貸与を受けて既設法人が通所施設を設置する場

合の要件緩和について」（平成 12 年９月８日付厚生省大臣官房障害保健福祉部

長、社会・援護局長、老人保健福祉局長、児童家庭局長連名通知）により定め

られておりますが、今般、当該通知を別添のとおり改正し、平成 25 年４月１日

から適用することといたしましたので、御了知の上、適切な法人認可及び指導

監督等に当たっていただくとともに、都道府県におかれましては、貴管内の移

譲される市（特別区を含む。）に対して周知いただきますようお願いいたしま

す。 

 なお、当該通知については、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条

の４第１項の規定に基づく技術的助言として発出するものであることを申し添

えます。 
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福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業
（

生
活

介
護

、
自

立
訓

練
（

宿
泊

型
自

立
訓

練
を

除
く

。
）
 

就
労

移
行

支
援

又
は

就
労

継
続

支
援

に
限

る
。
）

 

④
 

保
育

所
又

は
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
 

⑤
 

母
子

福
祉

施
設

 

⑥
 

老
人

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

、
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
又

は
老

人
介

護
支

援
セ

ン

タ
ー

 

⑦
 

身
体

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
、

補
装

具
製

作
施

設
又

は
視

聴
覚

障
害

者
情

報
提

供

施
設

 

⑧
 

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

 

（
２

）
 
 
貸

与
を

受
け

て
い

る
不

動
産

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

地
上

権
又

は
賃

借

権
を

設
定

し
、

か
つ

こ
れ

を
登

記
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
た

だ
し

、
次

の
い

ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
な

ど
の

よ
う

に
、
安

定
的

な
事

業
の

継
続

性
の

確
保

が
図

ら
れ

る
と

判
断

で
き

る
場

合
に

は
、
地

上
権

又
は

賃
借

権
の

登
記

を
行

わ
な

い
こ

と
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
こ

と
。

 
 

①
 

建
物

の
賃

貸
借

期
間

が
賃

貸
借

契
約

に
お

い
て

1
0
年

以
上

と
さ

れ
て

い
る

場
合

 

②
 

貸
主

が
、

地
方

住
宅

公
社

若
し

く
は

こ
れ

に
準

ず
る

法
人

、
又

は
、

地
域

に
お

け

る
基

幹
的

交
通

事
業

者
等

の
信

用
力

の
高

い
主

体
で

あ
る

場
合

 

（
３

）
 
 
賃

借
料

が
、

地
域

の
水

準
に

照
ら

し
て

適
正

な
額

以
下

で
あ

る
と

と
も

に
、

安

定
的

に
賃

借
料

を
支

払
い

得
る

財
源

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

賃
借

料
及

び

そ
の

財
源

が
収

支
予

算
書

に
適

正
に

計
上

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 
 

２
 

施
行

期
日

 



 

新
 

旧
 

こ
の

通
知

は
平

成
1
2
年

９
月

８
日

か
ら

施
行

す
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

 
こ

の
通

知
は

平
成

1
2
年

９
月

８
日

か
ら

施
行

す
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

 


